
新年のご祝詞を申し上げます�
一般社団法人日本コールセンター協会 会長　長谷部 英則

　新年おめでとうございます。

　新型コロナウイルス感染症への対応は予断を許さないもの

の、ワクチン接種率の上昇とともに新規陽性者数や重症者数

は低く抑えられ、明るい兆しが見えてきました。2022 年は「新

しい生活様式」に適応し、いかに経済活動を活性化させてい

くかを試行錯誤する 1 年になると考えております。

　当協会が昨年 11 月に発表した「2021 年度 コールセンター

企業実態調査」によると、2020 年度と比較可能なコールセ

ンター・エージェンシー 28 社の売上高合計は 1 兆 1591 億

3800 万円で、前年度比 5.9％の増加となりました。また、

同調査における「提供している対応チャネル」について、有

人チャット業務、チャットボット業務は、前年度からそれぞ

れ 11.0、14.1 ポイント上昇し、新たなチャネルへの対応が

加速していることが伺えました。緊急事態宣言下でも感染対

策を万全に事業継続に努め、デジタル活用を推進してきたこ

とが、業界の着実な成長につながっていることを表しており

ます。

　2021 年度は協会運営の基軸である「社会貢献」「交流」「相

互研鑽」に照らし、「つながり」と「信頼」をキーワードに

事業方針を定め、活動して参りました。

　昨年 8 月に「コールセンター業務倫理綱領」と「コールセ

ンター業務倫理ガイドライン」を改定しました。人権尊重、

企業の社会的責任、ダイバーシティ、働き方改革などを取り

入れ、電子メール、チャット、

自動化対応など新たなチャ

ネル等についても規定しまし

た。世の中の動向や変化する

コールセンターへのキャッチアップとガイドラインの実効性

を高めるため、全面的に見直しました。

　また、教育研修事業では、相互研鑽・学びの機会提供のた

め、一昨年度取り入れたオンライン・リモート形式の効果が

表れています。中でも「CCAJ スクール」は 2021 年 4 月～

12 月で 500 名が受講され、既に 2020 年度の年間受講者数

を 200 名上回り、講座への評価も上がっております。

　2022年 4月には改正個人情報保護法が施行されます。コー

ルセンター業務倫理綱領と倫理ガイドラインの改定により適

切なコールセンター運営のためのひとつの柱は整いました。

もう一つの柱となる個人情報の適正な取り扱いについて、企

業横断的に取り組むことで、より一層社会・生活者から信頼

され、安心して利用いただけるコールセンターを目指して参

ります。

　そして、会員をはじめ関係各位との交流活動を実現するこ

とで、当協会が事業者間の信頼を育む土壌となるよう努めて

参ります。

　本年も業界のさらなる発展に向けて、引き続きご指導ご鞭

撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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年頭所感出稿企業　（ 全 63 社・原稿到着順）
ベリントシステムズジャパン ( 株 )
( 株 ) ＴＭＪ
( 株 ) プロシード
ビーウィズ ( 株 )
AR アドバンストテクノロジ ( 株 )
トランスコスモス ( 株 )
アルファコム ( 株 )
岡田電機 ( 株 )
( 株 ) アイティ・コミュニケーションズ
アデコ ( 株 )
岩崎通信機 ( 株 )
( 株 )WOWOW コミュニケーションズ
( 株 )M’ ｓダイレクト
( 株 ) サウンズグッド
りらいあコミュニケーションズ ( 株 )
ログイット ( 株 )
キューアンドエー ( 株 )
伊藤忠テクノソリューションズ ( 株 )
あいおいニッセイ同和損害保険 ( 株 )
モビルス ( 株 )
( 株 ) 長塚電話工業所
( 株 ) 日立システムズフィールドサービス
( 株 ) ＡＨＧＳ
( 株 ) グッドクロス
( 株 ) ドゥファイン
( 株 ) ＫＤＤＩエボルバ
パーソルプロセス＆テクノロジー ( 株 )
( 株 ) ベルシステム２４ホールディングス
DataRobot Japan( 株 )
( 株 ) ブライエ
CTC ファーストコンタクト ( 株 )

( 株 ) Ｄ＆Ｉパートナーズ
ユニファイドコミュニケーションズ ( 株 )
ＳＣＳＫサービスウェア ( 株 )
( 株 ) マックスコム
イー・コンタクト合同会社
アドバンス ･ コンサルティング ( 株 )
ビジネステクノクラフツ ( 株 )
( 株 ) ベルテック
( 株 ) 森下仁丹ヘルスコミュニケーションズ
凸版印刷 ( 株 )
ContentGuru( 株 )
( 株 ) アイ・エヌ・ジー・ドットコム
情報工房 ( 株 )
三井情報 ( 株 )
日本システムウエア ( 株 )
( 株 ) ＮＴＴネクシア
( 株 ) Ｃプロデュース
富士通コミュニケーションサービス ( 株 )
( 株 ) かんでんＣＳフォーラム
( 株 ) アグレックス
ズィーバーコミュニケーションズ ( 株 )
( 株 ) バリュープラス
( 株 ) フルキャストホールディングス
ジェネシスクラウドサービス ( 株 )
東京ガスカスタマーサポート ( 株 )
Jabra ／ GN オーディオジャパン ( 株 )
( 株 ) ベルウェール渋谷
エス・アンド・アイ ( 株 )
日本アバイア ( 株 )
( 株 ) リンク
ナイスジャパン ( 株 )
ＮＴＴコミュニケーションズ ( 株 )

新型コールセンター元年 社会インフラ・CLの成長・従業員と
家族の将来を支え続ける企業を目指
して

日本のコンタクトセンターの幸福度
を高める！ 
Happy Service！Happy Customer! 

ベリントシステムズジャパン株式会社 株式会社ＴＭＪ 株式会社プロシード
代表取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長

古賀 剛 丸山 英毅 根本 直樹

　新年あけましておめでとうございま
す。 旧年は、ご支援とご愛顧を賜り心
から御礼申し上げます。 激動の時代を
駆け抜けながら、コールセンターは新
しい形に脱皮する必要があると思いま
す。端的には、応対品質・人員確保・
コンプライアンス・在宅など様々な課
題に対応しながら、生産性を上げる事
が求められています。その為今年の抱
負としては顧客の最高の体験をコール
センターの現場の皆様と一緒に作り上
げていきたいと思います。製品として
は、今まで通り、通話録音、応対品質
評価、音声認識、音声分析、WFM な
どを様々な形のクラウドで提供をして
いきたいと思います。本年も皆様の一
層のご指導、ご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

　弊社はおかげさまで、今年創立 30
周年を迎えます。これもひとえに協会
の皆さまのご支援、ご愛顧の賜物と心
より感謝いたしております。また、多
くのお客様に支えられ、皆様のご指導
とお力添えのおかげと、深く感謝申し
上げます。
　これからも、セコムグループの一員
として、安全・安心・快適・便利な顧
客体験・センター運営を目指し、引き
続き、“デジタルの活用” と “人の能
力の最大化” のために提供価値を磨い
てまいります。また変わりゆく消費者
ニーズに対応できるよう顧客チャネル
を最適化し、“CS,CX の最大化” と “ロ
イヤルティ醸成” を実現するプラット
フォームと運営の提供を行ってまいり
ます。本年もよろしくお願い申し上げ
ます。

　2021 年 は、 国 内 初 と な る Well-
being カスタマーセンターアワードを
開催させていただきました。顧客満足
度も大切ですが、私たち自身、オペレー
タや SV がコンタクトセンターで働く
ことで人生の幸福度を高められる、そ
んな業界にしていきたいと願っていま
す。2021 年は 4000 名を超えるスタッ
フからのアンケート調査回答から、素
晴らしい結果となったセンターの皆様
へ表彰させていただきました。2022
年度は、より多くのセンターの皆様に

「より良いセンターになり、オペレー
タや SV の “HAPPY” があふれるセン
ターにしたい」という志に賛同いただ
き、本アワードを盛り上げていきたい
と思っております。本年もどうぞよろ
しくお願い申し上げます。

2022年「年頭所感」
新春特別企画新春特別企画

コールセンターの成長戦略・分配戦略コールセンターの成長戦略・分配戦略

一般社団法人日本コールセンター協会
副会長　船津 康次

　明けましておめでとうございます。
　昨年誕生した岸田内閣は、コロナ克服・新時
代開拓のための経済政策として、「新しい資本主
義」の起動を掲げ、成長・分配戦略を示しまし
た。「成長戦略」のひとつとして DX の推進、「分
配戦略」では人への投資の強化として、多様な
働き方の推進、多様な人材の活躍が挙げられて
います。
　コールセンターに置き換えると、DX により顧
客体験価値とセンターの生産性を上げ、人材育
成や働く環境整備に還元し EX を高めるというサ
イクルが、コールセンターの持続可能な発展に
つながることを表しています。
　2022 年が会員の皆さまにとって、素晴らしい
一年でありますよう、心より祈念申し上げます。
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デジタルソリューションで
新しい時代の価値を創造します

コンタクトセンターで日々奮闘する
方々の強い味方であり、価値創造の
一年に

お客様に心地よい体験を提供するコ
ンタクトセンターの価値を高める一
年に

ビーウィズ株式会社 ARアドバンストテクノロジ株式会社 トランスコスモス株式会社
取締役副社長 執行役員 ソリューションセールスユニット 執行役員 取締役 専務執行役員

飯島 健二 山岡 択哉 松原 健志

　新年あけましておめでとうございま
す。旧年中は格別のご厚情を賜り、厚
く御礼申し上げます。
　 昨 年 当 社 は、 自 社 開 発 の IP-PBX

「Omnia LINK」 の 機 能 強 化 を は じ
め、在宅コンタクトセンターサービス

「Bewith Digital Work Place」、Web 教
育プラットフォーム「Qua-cle」等の活
用により、ニューノーマル時代のコン
タクトセンター運営を推進してまいり
ました。
　社会や人々が求める価値が大きく変
化する時代だからこそ、お客様が求め
る価値を起点とした新たな成長事業の
創出を引き続き加速させてまいります。
　本年も皆様の一層のご指導、ご支援
を賜りますよう、宜しくお願い申し上
げます。

　新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を
申し上げます。
　昨年も、コロナ禍の影響により日本
国内でも在宅勤務や働き方改革に取り
組まれていた企業様も多かったのでは
ないでしょうか。また、コンタクトセ
ンター業界においては、在宅化を図る
には取り扱っている業務や情報、従事
者の雇用形態等によりハードルが高
く、思うように促進しきれない状況が
続いています。
　そうした変化をサポートすべく、弊
社ではコンタクトセンター基盤のクラ
ウド移行やハイブリット運用には必須
の稼働状況を可視化する分析管理ツー
ル『Mieta：https://mieta-cc.com/』、
ノンボイス化支援等、幅広い領域で、
ご支援して参ります。本年も引き続き
どうぞよろしくお願い申し上げます。

　新年おめでとうございます。生活者、
消費者の情報収集や購買行動が大きく
変化している中、コンタクトセンター
への期待や求められる役割がさらに高
まっていると感じています。ノンボイ
スチャネル、AI 自動化（チャットボッ
ト、音声ボット）、在宅コンタクトセ
ンターなど、デジタル活用による顧客
接点の強化を図るとともに、デジタル
マーケティング、EC、コンタクトセン
ターにおけるカスタマージャーニーの
すべてのプロセスをワンストップでサ
ポートできる強みを活かして、企業と
消費者のより良い関係づくりを支えて
いきます。本年もお客様に心地よい体
験を提供し、企業様の成長に向けて一
緒に取り組んで参りますので、よろし
くお願い申し上げます。

コールセンターの変革と挑戦！を
応援します。

新たな時代・働き方へ向けた
わが社の取り組み

2022 年わが社の抱負

アルファコム株式会社 岡田電機株式会社 株式会社アイティ・コミュニケーションズ
ファウンダー 代表取締役社長 代表取締役社長

中尾 修 福田 義己 石原 隆

　あけましておめでとうございます。
　昨年までは Covid-19 で非日常の 2 年
間でしたが、コールセンターがエッセン
シャルインダストリーであり、そこでの
従事者がエッセンシャルワーカーであ
るとの認識が高まりコールセンターのマ
ネジメントにも大きく影響しました。人
材面やシステム面での再構築を余儀な
くされ、ある意味黒船効果といえます。
　アルファコムは、通話録音 “Voistore”、
チャットシステム “M-Talk”、法人向け 
“LINE WORKS”、“LINE 公式アカウント”
等と、それらに関連するコンサルティン
グサービスを提供しています。
　これらのソリューションは、顧客と企
業間の対話をより迅速かつ丁寧なもの
にし、企業内コミュニケーションをより
効果的かつ的確なものにします。
　本年もどうぞよろしくお願いします。

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症の
再拡大により、一昨年より続くコロナ
対策・体制がより一層強化された一年
でありました。
　他方、事業という意味ではテレワー
ク関連の需要が伸び、電話システムの
増強やリプレイスのご要望を多く頂戴
する一年でもありました。
　音声系の IT インフラを提供する当
社としては、お客様の業務や業態を支
えるべく、新たなニーズや技術、そし
て社会の変化にもお応えできるよう、
引き続き取り組んで参りたいと存じま
す。
　皆様のご健康とご多幸を祈念し、新
年のご挨拶とさせていただきます。
　本年も何卒よろしくお願いいたしま
す。

　新年明けましておめでとうございます。
　弊社は 2000 年の創業時より 21 世
紀型コールセンターを目指し、昨年で
大きな節目となる満 21 年を迎える事
が出来ました。これもひとえに皆さま
のご支援の賜物と心から感謝いたして
おります。誠にありがとうございます。
　ポストコロナやニューノーマルなど
環境変化が激しい時代ではございます
が、弊社は創業時より人財育成と自社
システム開発を中心に深い専門性の追
求と独自ソリューションの創造に取り
組んでおります。さらに本年は、社員
の資格取得支援制度や AI 自動通話の実
装など新しい取り組みにも挑戦し、創
業 30 周年を目指して社員一同取り組
んでまいります。本年も何卒よろしく
お願い申し上げます。
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2022 年わが社の抱負 2022 年わが社の抱負 顧客の声を活かした施策で
クライアントへ確かな品質と
新たな価値を

アデコ株式会社 岩崎通信機株式会社 株式会社WOWOWコミュニケーションズ
アウトソーシング＆ソリューション事業本部 執行役員 営業本部 第四営業部 部長 代表取締役社長

瀧本 亘 細川 京子 山崎 一郎

　弊社アデコは、『「人財躍動化」を通
じて、社会を変える』という新たなビ
ジョンを昨年の中期経営計画で 2025
年に向けて発表いたしました。今年は
その初年度として、コールセンター委
託事業をはじめとした多角的な人財
サービスを通じて、働くすべての方々
にビジョンという原動力をもたらし、
組織をあらゆる人財が躍動できる場に
なるよう支援することで、その飛躍を
支えていくパートナーであり続けたい
と考えています。
　2022 年はコールセンター事業との
親和性の高い DX 推進をさらに強化し
てまいります。本年も格別のご愛顧を
賜りますよう、お願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございま
す。
　昨年もコロナ禍の影響が色濃い 1 年
でしたが、コンタクトセンターに求め
られる社会的な役割が増した１年でも
ありました。非接触、非対面といった
コミュニケーションがニューノーマル
の形となりました。ワクチン接種用の
コンタクトセンターが全国に開設され
る中、当社もその一部ですが、体制作
りに貢献させて頂きました。
　コンタクトセンターを取り巻く環境
は、加速度的に変化し、顧客ニーズも
多様化しています。当社も、最新のデ
ジタルテクノロジーを積極的に活用
し、顧客企業が求める真の目的達成の
ためのソリューションを提供していく
所存です。本年もご指導・ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　弊社は WOWOW のマーケティング
活動を担い、コールセンター運営や顧
客データを活用した施策立案、デジタ
ル施策まで「顧客接点に関わるプロ
フェッショナル」としてあらゆる接点
でお客様の声と向き合ってまいりまし
た。その知見を基に、さまざまな課題
を抱えるクライアント企業のマーケ
ティング活動を支援しております。
　昨年は、これらの活動の一環として
多種多様なテキストデータから効率
的に分析を行うシステム「Fan Voice 
Cloud」をリリースいたしました。
　今後も当社の強みを最大限に活か
し、マーケティング事業会社としてク
ライアント企業へ高い品質と新たな価
値を提供してまいります。
　本年も宜しくお願い申し上げます。

2022 年 明るく楽しく元気よく 2022 年、新年のご挨拶 進取果敢、持続可能で
“信頼” し合える社会の実現に向けて

株式会社M’ ｓダイレクト 株式会社サウンズグッド りらいあコミュニケーションズ株式会社
取締役 代表取締役 代表取締役社長

大塲 大吾 川上 真一郎 網野 孝

　新年明けましておめでとうございま
す。創業し無事に２年目を迎えること
ができました。これも、多くの皆さま
からのご支援やご協力を賜ることがで
きたからこそであり、この場を借りま
して感謝を申し上げます。
　本年一層の飛躍を遂げるためにも、
弊社が大切にしている “楽しむ” こと
のできる環境をもっともっと拡充さ
せ、それが結果として関わってくださ
る皆さまにとっての “楽しい” にも繋
がっていくことを想像しながら、新た
なステージを目指すべく様々なことに
挑戦し、社員一同努力を重ねてまいる
所存です。
　本年もよろしくお願い申し上げま
す。

　謹んで新年のお慶びを申し上げま
す。当社サウンズグッドは、協会のサ
ポート企業として、協会の拡大・発展
に寄与して参ります。昨年は、引き続
き猛威を振るったコロナ禍においてテ
レワークや IT 化の推進をするととも
に、看護師求人への対応や BPO 委託、
在宅 WORK、チーム派遣などを目的と
したソリューションセンターの開設な
ど多様化する社会ニーズにお応えでき
るよう取り組んでまいりました。当社
は今後も、企業様への今必要なサービ
スの提供と生産性向上の実現を目指し
ます。
　本年も「Sounds good!」と言われる
企業でいられるよう、挑戦を続けてま
いります。皆様の一層のご指導、ご支
援を賜りますようよろしくお願い申し
上げます。

　新年あけましておめでとうございま
す。
　COVID-19 は世界中に不安をもたら
し経済を停滞させた一方で、人々の生
活様式を変え、DX を加速させました。
また、SDGs/ESG への取り組み期待も
高まり、企業はビジネスの成長に加え、
持続可能な社会を実現する中長期的な
戦略が求められています。
　当社は CX 創造と EX 創造によりお
客様企業や業界の発展に貢献し、「持続
可能で” 信頼” し合える社会」の実現に、
着実に歩みを進めてまいります。
　創業 35 周年を迎える 2022 年、初
心に立ち返り、そして変化を恐れず果
敢に挑戦し続けるりらいあコミュニ
ケーションズに、どうぞご期待くださ
い。
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2022 年の抱負
COVID-19 が加速した
事業環境への対応

2022 年に向けての決意 Beyond the Horizons
～その先の未来へ～

ログイット株式会社 キューアンドエー株式会社 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
代表取締役社長 代表取締役社長 エンタープライズ事業G担当役員代行／執行役員
鈴木 禎宏 川田 哲男 鳥越 浩嗣

　あけましておめでとうございます。
　元通りとは行かないまでも皆様にお
かれましては穏やかな新年を迎えられ
たと事と存じます。他方、一昨年前か
ら世界を席巻している COVID-19 は、
我々を取り巻く事業環境の改革速度を
急速にアップしています。新しい IT を
活用したソリューションが急速に進み
提供方法も旧来のオンプレからクラウ
ド化、サービス化の波が押し寄せてい
ます。これはパラダイムシフトであり、
我々を取り巻く環境は日々進化してお
ります。我々も微力ながら各種サービ
ス投入を進め皆様のお役に立ち第二の
創業へと突き進んで行く所存でござい
ます。
　本年も益々のご指導ご鞭撻を賜りま
す様お願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございま
す。
　若干落ち着いてきてはおりますが、
2022 年もコロナ禍の 1 年であること
に変わりはありません。
　１年半以上続くコロナ禍の生活で、
ライフラインの課題と、Ｗｉｔｈコロ
ナの生活様式も具体化して見えてまい
りました。
　弊社としては、従業員の健康安全を
最優先に、さらに、従前にも増してよ
り社会にお役に立てるサービスに磨き
をかけ、最高品質のサービスをお届け
してまいる所存です。
　また、ＤＸが加速する中、人肌感覚
のサービスにこだわりを持ち続けてま
いります。
　本年もよろしくお願い申し上げま
す。

　あけましておめでとうございます。
昨年７月に全社一丸となり更なる飛躍
のため CTC グループ全てが神谷町に
集結致しました。完全なるフリーアド
レスで多様なデザイン家具を備え、こ
じゃれた環境となりました。オフィス
ツアーも出来ましたでのぜひお越しく
ださい。
　さて今年は、世の中が今よりも更に、
コミュニケーション変化を受け入れる
ことが予想され、“Beyond コロナ” と
して、リモートや DX を前提とした新
しいビジネス環境下で未来を見据えた
実行力が必要になる年であると感じて
おります。お客様のビジネス変革をシ
ステムから支え、新たな取り組みを加
速できるよう、今まで以上に取り組ん
で参りたいと思いますので、よろしく
お願い申し上げます。

知ってもらおう 使ってもらおう 
真似されよう

2022 年、モビルスはテクノロジー
で顧客サポートを新しくします。

2022 年 わが社の抱負

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 モビルス株式会社 株式会社長塚電話工業所
コンタクトセンター事業部 部長 代表取締役社長 代表取締役

野口 朋泰 石井 智宏 長塚 将

　2022 年の年頭にあたり、謹んで新
年のご挨拶を申し上げます。
 「知ってもらおう 使ってもらおう 真似
されよう」は、当部が掲げるスローガ
ンです。日本トップクラスのコールセ
ンターを目指す中で、まずは一層お客
さま・代理店さまに当コンタクトセン
ターを知ってもらい、そして、その上
で実際に使ってもらい、更にはお客さ
まや代理店さまに、あるいは当コンタ
クトセンターの運営に関心を持って頂
いた方に、何か一つでも真似されるよ
うな存在になりたい、そんな想いを込
めております。
 「新しい生活様式」が定着する中、コー
ルセンターの役割はますます重要になっ
ており、当社はコールセンター業界全体
の価値向上にも邁進する所存です。本
年もどうぞよろしくお願いいたします。

　モビルスは 2021 年 9 月にマザーズ
上場を果たしました。これまで以上に
社会やコンタクトセンター業界に貢献
出来る企業を目指します。弊社はチャッ
トから電話までサポート領域を広くカ
バーするソリューションを提供し、数
多くのお客さまを支援してきました。
その中で蓄積した現場の運用ノウハウ
や膨大なデータをもとに、独自のサポー
トテクノロジーを開発しています。「テ
クノロジーを使って少しでも対応現場
の負荷を下げ、顧客満足度を上げたい」。
システムの提供だけでは無く、オペレー
ションへの導入支援などを含めて、価
値のあるサポートテックサービスの提
供を目指してまいります。協会・会員
の皆様と一緒に盛り上げていきたいと
考えておりますので、是非ともご支援
よろしくお願い致します。

　あけましておめでとうございます。
　日頃からの当社に対するご支援に対
し厚く御礼申し上げます。
　新年にあたり、皆様にご挨拶を申し
上げます。
　昨年は当社にとって過去に無いチャ
レンジの年となりました。新型ウイル
ス影響下においてヘッドセットの在り方
を問われる中で【ヘッドセットの生産
体制の抜本的な改革】、【通録システム
VCLog と当社デバイスとの融合】、そし
て対面マイク『ピアボイス』を活用した

【ろう学校の聞こえ方支援】などこれま
でに無い改革の年となりました。
　2022 年はヘッドセットの品質向上
だけでなく、さらなるチャレンジを社
員一丸となって取り組む次第です。
　本年も、変わらぬご支援を賜ります
よう、何卒よろしくお願いいたします。
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2022 年 わが社の抱負 グローバル BPOセンターとしての
拡大へ

これからのワークライフバランス
へ、在宅勤務主体の新しい繋がり方
を追求

株式会社日立システムズフィールドサービス 株式会社ＡＨＧＳ 株式会社グッドクロス
ビジネスサポート事業部 コンタクトセンタ本部 本部長 代表取締役 取締役

杉野 貞夫 早川 諒 石井 通明

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　当社は情報・通信、設備に関わるコ
ンサルティングから保守・運用を通じ
て企業の情報システムをサポートして
おります。
　昨年度は、新型コロナウイルス感染
の影響が継続している中で、社会機能
維持業務を継続するため従業員の安全
を第一に考え、様々な感染予防策に取
り組み、業務を推進して参りました。
　本年度は、各企業におかれましては

「新たな生活様式」による経済活動を再
開していくことと捉え、現場に一番近
い当社は、お客様のお困り事やご要望
を伺い課題解決に向けて取り組んで参
ります。
　本年もより一層のご愛顧とご支援を
賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。

　2021 年、当社は更なる拠点拡大を
果たし、沖縄県宜野湾市に続き、長崎
県壱岐島にコールセンターを新設致し
ました。現在、合計６拠点での事業運
営を行っております。2022 年も、「地
方創生」を一つのテーマに、地方拠点
の雇用拡大を図ります。また、当社の
強みでもあるフィリピン・セブ島拠点
の再拡大を中心に、海外も含めた多拠
点展開を引き続き計画しています。海
外拠点では、日本語のみならず英語・
中国語での対応案件も増えており、今
後のアフターコロナに向けてグローバ
ル BPO センターとしての礎を築きま
す。各省庁や自治体、上場企業から中
小ベンチャーまで幅広いクライアント
様のニーズに応えて良質な顧客対応を
継続できるよう邁進して参ります。

　謹んで新年のお慶びを申し上げま
す。一昨年のコロナ拡大から始めた
コールセンターの恒常的な在宅化は管
理者・オペレーターの９割に達し、昨
年は「テレワーク先駆者百選　総務大
臣賞」を受賞するに至りました。当初
は在宅化に消極的だった多くの顧客企
業を含め、在宅勤務主体でのプライバ
シーマーク更新や研修の動画化、業務
理解度のＷｅｂチェック導入など、業
務更新速度の向上や今後も起こり得る
コロナとの共存を踏まえ、現在は全て
の顧客企業様にご理解頂いています。
これからのワークライフバランスを追
求し、社内とも社外ともバーチャルオ
フィスを活用しながら人と人の新しい
繋がり方を築いて行きます。本年も宜
しくお願い申し上げます。

DX 時代だからこそ
人と人との繋がりを大切に

変化し続ける社会環境下で
「すごくいいふつうを、つくる。」

社会に不可欠な存在であり続けるた
めに、社会課題と向き合い続ける

株式会社ドゥファイン 株式会社ＫＤＤＩエボルバ パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社
代表取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長
恩田 謙太郎 若槻 肇 横道 浩一

　IT、デジタル、通信環境の普及で、コ
ロナ禍でのニューノーマルが一層加速、
在宅で仕事や食事、買い物がストレスな
く行えるようになった日常生活において
も、コンタクトセンターの役割はますま
す増大しています。
　～ デジタルにはなくて、アナログに
あるもの ～
　ビッグデータ・スピード・効率化とは
対極にある個性・ゆとり・癒し、ニュー
ノーマルな時代だからこそ、ほどよい距
離感で人との繋がりに心地よさを感じて
いる人も多いのではないでしょうか？
　環境変化に追随するための “学び直し”
を促し、個々の成長をサポートしながら、
その人らしさを伸ばすダイバシティー精
神で、SDG ｓに貢献してまいります。
　本年もどうぞよろしくお願いいたしま
す。

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　当社は昨年、会社設立 25 周年の節目
を迎え、次なる成長ステージに向けて「価
値共創企業」への進化を目指す旗印とし
て、コーポレートメッセージ「すごくい
いふつうを、つくる。」を策定しました。
　このメッセージは、変化し続ける社会
環境のなかで、世の中の「ふつう」を支
える私たちだからこそできる、「よりよ
い未来をつくる」という従業員の総意を
分かりやすい言葉で表現したものです。
　決意を新たに、さまざまな分野のパー
トナー企業と共創しながら BPO サービ
ス事業の付加価値を高め、お客さまのカ
スタマーサクセスに寄与することを目指
すとともに、「多様な人財×多様な働き
方」のより一層の具現化に取組んでまい
ります。本年も宜しくお願いいたします。

　謹んで新春のお慶びを申し上げま
す。
　本年も、はたらく人がより創造的な
仕事に集中できる環境を日本に定着さ
せる。こうしたミッションを遂行する

「生産性向上のプロフェッショナル」と
して社会に貢献していきたいと思いま
す。昨年は、エコモット社と協業でテ
クノロジー活用による監視業務の省人
化・深夜業務の軽減を目的とした「IoT
監視サービス」や、カスタマーサポー
トの最適化を目的に、Nota 社が開発・
提供する FAQ サービス「Helpfeel」と、
弊社コンタクトセンターサービスを組
み合わせた「デジタルコンタクトサー
ビス（DCS）」の提供を開始しました。
本年も様々なお客様の課題を解決する
べく邁進して参ります。
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ウィズコロナ時代におけるコンタク
トセンター業界のさらなる進化と価
値向上に向けて

コールセンター x AI の民主化 再構築から成長へ

株式会社ベルシステム24ホールディングス DataRobot Japan 株式会社 株式会社ブライエ
代表取締役 社長執行役員 CEO Vice President & Japan Country Manager 代表取締役社長

野田 俊介 馬場 道生 上妻 孝治

　謹んで年頭のご挨拶を申し上げま
す。世界的なコロナの影響は未だ継続
する中、国内の経済活動は徐々に回復
傾向にありますが、引き続き細心の注
意を払い、気を引き締めてまいりたい
と考えています。あらゆる業界でデジ
タル化、DX の流れが益々加速し、当
業界においても、AI による問合せ自動
化、VOC 活用、在宅の拡大など、高度
化がより一層求められています。当社
は、「ヒト」と「テクノロジー」の最
適な組み合わせによるコンタクトセン
ターの高度化を実現するため、デジタ
ル人材の育成と、最新デジタル技術の
活用を両輪で進めてまいります。変革
を迎える今、業界のさらなる進化と価
値向上に貢献していく所存です。本年
も宜しくお願いいたします。

　新年明けましておめでとうございます。
　弊社は AI 及び機械学習自動化のリー
ディングカンパニーとして、AI モデル
の自動生成だけでなく、AI の実装・運
用など AI のライフサイクルを統合管
理する AI Cloud プラットフォームの提
供を通じ、誰もが AI を活用できる「AI
の民主化」を実現してきました。
　コールセンターでは、これまで入電
予測、架電最適化、退職者予測、FAQ
構築など様々なテーマで AI 活用のご支
援をさせて頂きました。本年は、既存
のユースケースを日本でも広めつつ、
会員企業の皆様とカスタマーケアにお
ける新しい AI 活用の可能性を一緒に考
え、より優れた顧客体験と業務効率化
を実現していきたいと思っています。
　本年もどうぞ宜しくお願い申し上げ
ます。

　新年明けましておめでとう御座います。
　昨年は前年から続いて、新型コロナ
ウイルスの感染拡大が私たちの生活に
大きな影響を与えました。
　飲食業などが苦境にたたされる一
方、オンラインビジネスなど新しい業
態が拡大しています。
　そんな中、急速に変化する市場や顧
客動向に対応するため、昨年、グルー
プ会社の「アイティアイ」と経営統合
し、「ブライエ」として新たなスタート
を切りました。
　今年の干支は「壬寅（みずのえとら）」
です。 「新しいものが生まれ成長する」
縁起のよい年です。
　新たな価値を創造・開発するため、
ダイナミックに行動してまいります。
　今年もどうぞ宜しくお願い申し上げ
ます。

コールセンターDXの進化を目指して 今後も拡大していくダイレクトビジ
ネスをワンストップでサポート

謹賀新年、コールセンターの多様な
ビジネススタイルに応えます

CTC ファーストコンタクト株式会社 株式会社Ｄ＆Ｉパートナーズ ユニファイドコミュニケーションズ株式会社
代表取締役社長 代表取締役社長 代表取締役
山本 裕久 西島 一博 大田 保紀

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は長引くコロナ禍においても
皆様よりご愛顧を賜り心から御礼申し
上げます。
　昨年は、当社におきましても従業員
の健康と安全に留意しながらテレワー
ク推進による在宅コールセンターの拡
大をしつつ「コールセンター DX 元年」
と位置づけ新技術の検証及び導入推進
に取り組んで参りました。
　今年も、CTC グループとして長年培っ
てきた IT の新技術やサービスを駆使し
技術力を高め、当社の強みを生かした
コールセンター DX を進化させ、お客
様のニーズにあったソリューションを
組み合わせた「IT+BPO」のハイブリッ
ドなサービスを提供できるよう社員一
丸となって取り組んで参ります。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　当社は、ダイレクトビジネスをサポー
トする会社としてコンタクトセンター機
能を活用し、コンサルティングから EC
事業、フルフィルメントまでワンストッ
プでのサポートをしております。昨年か
ら博報堂グループ傘下となり、新たなス
テージで更なる発展を目指していきたい
と思っております。
　ダイレクトビジネスでは OMO や D2C
といった顧客接点の変化によりマーケ
ティング手法も変わりつつあります。「生
活者との対話を通じて企業と顧客を深く
つなぐ」のミッションのもと、顧客の生
の声から真のインサイトを発見すること
で事業主の成功に貢献して参ります。
　本年も宜しくお願い申し上げます。

　あけましておめでとうございます。
　昨年はテレワークの浸透からソフト
ウェア IP フォンのご用命が多く、ま
たネットワーク機器関連のご案件でも
様々、お問い合わせを頂きました。
　With コロナ /after コロナでワークス
タイルは益々多様化すると思います。
　オペレータ様のご利用としてのブラ
ウザフォンもご用意しておりますが、
昨今の DX の流れを鑑みて、コンシュー
マーの方々から通話手段としてのブラ
ウザフォンへの対応も進めており、例
えば製品紹介のページからそのままお
問い合わせが可能になります。
　今後も皆様のご要望、マーケットか
らの必要性に応じて、製品、ソリュー
ションを取り揃えてまいりますので、
本年もご贔屓のほど、よろしくお願い
致します。
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新たな価値を社会へ提供し続ける
企業を目指して

2022 年 わが社の抱負 ウィズコロナ
～働く人に支持される業界に～

ＳＣＳＫサービスウェア株式会社 株式会社マックスコム イー・コンタクト合同会社
代表取締役社長 代表取締役社長 代表
清水 康司 小関 剛史 下村 芳弘

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　新型コロナウイルスは私たちの生
活様式に大きな変化をもたらしまし
た。非対面の経済活動が増加した結果、
チャット・SNS・Web などのテキスト
コミュニケーションの活用が加速し、
顧客接点のマルチチャネル化は更に進
展しました。今後はテキスト化した音
声や AI の活用も相まって、顧客企業の
CX の向上と DX の推進におけるコンタ
クトセンターの役割はますます重要と
なります。
　当社はＳＣＳＫグループの一員とし
て、業務ナレッジと IT を駆使し、顧客
業務の生産性と品質の向上を実現する
とともに、新たな価値を社会へ提供し
続ける企業を目指してまいります。
　本年もご指導ご鞭撻のほど、何卒よ
ろしくお願い申し上げます。

　明けましておめでとうございます。
新型コロナウイルスもワクチン接種が
進むことにより新規感染者が大幅に減
少し生活も平常に戻りつつある状況で
ございますが、コロナ禍により生み出
された生活スタイルは新しい常識とし
て定着しつつございます。このような
新しい常識においては当業界に期待さ
れる役割は大きく重要なものとなって
おります。センターで働く従業員が安
全かつ柔軟に働くことが出来き、社会
に持続可能なサービスを提供すべく
サービス開発に挑戦して参りたいと考
えております。
　今年も皆様と業界を盛り上げて参り
たいと存じますので、何卒宜しくお願
い申し上げます。

　皆様　新年明けましておめでとうご
ざいます。
　コロナ禍の昨年もコールセンター現
場では様々な対策の実行と運営にご尽
力を頂きありがとうございました。
　ワクチン接種効果もあり、経済活動
が進んでいますが、一方では人材採用
が再び大きな課題になっています。CX
貢献や生産性の向上のみならず EX 視
点での DX の更なる推進、そして多様
な働き方を支援する制度や職場環境の
整備など業界全体での「働く人に支持
される環境づくり」が益々大切になり
ます。私共も微力ながら貢献し、皆様
と共に業界を更に盛り上げる一年にし
て参りたいと思います。
　本年もどうぞ宜しくお願いいたしま
す。

2022 年新年のご挨拶
～書籍はおかげ様でご好評をいただ
いています！～

プロジェクト管理の新しいカタチ 2022 年の抱負

アドバンス･コンサルティング株式会社 ビジネステクノクラフツ株式会社 株式会社ベルテック
代表取締役 取締役 代表取締役専務
有山 裕孝 朝倉 麻知子 松岡 光恵

　新年のお慶びを申し上げます。
　弊社はコンタクトセンターの設計・
構築・運用・改善・高度化、ＶＯＣ・
ＦＡＱ・ナレッジ・チャット・ＡＩ・
在宅運用の活用やアセスメント・グラ
ンドデザイン等、幅広い視点でお客様
本位のコンサルティングをご提供して
います。コンタクトセンター業界 41
年間の経験を基に昨年出版した書籍

『図解でわかるコンタクトセンターの
作り方・運用の仕方』は、皆様から図
と事例が豊富で良く纏まっていてわか
り易い、教科書・バイブルとして活用
できる等、大変ご好評で年末に第 2 刷
が発行されました。業界に関わる様々
なお立場の皆様にご活用いただけたお
かげと心より感謝しています。
　本年もどうぞ宜しくお願い申し上げ
ます。

　新年明けましておめでとうございま
す。
　昨年は長引くコロナ禍の下、当社の
コアコンピタンスであるプロジェクト
管理業務もリモートワークでの業務が
定着。遠隔地からのご支援でも満足い
ただけると確信し、当社ではプロジェ
クト管理支援の新しいサービス「BAPS」
をリリースいたしました。本サービス
はプロジェクト管理における課題「外
注コストが高い」「専門家のアドバイス
が欲しい」といったお客様のニーズに
フォーカスし、手軽に / コンパクトに
応えるものになっています。本サービ
スを通じて会員企業様の業務改善 / シ
ステム導入 PJ の成功に寄与し、CCAJ
の活動に貢献していく所存です。本年
もどうぞよろしくお願い致します。

　新年あけましておめでとうございます。
　コロナ禍は人類に大きな爪痕を残し
ましたが、コールセンター業界にとり
ましては社会からのニーズや価値が高
まってプレゼンスを向上させた明るい
面がありました。各社様も積極的に運
営面やデジタル化の挑戦を続けられて
いらっしゃることを見聞きするにつ
き、この業界に身を置いていることを
誇りに思います。私共の会社も昨年は
大きく変化した 1 年でした。他業界か
らの多くの人材採用、AI チャットボッ
トやオートコール等のデジタルツー
ルの活用、社員の迅速で柔軟なチーム
ワーク等、得るものが沢山ありました。
今年はこの流れを拡大・加速させなが
ら、クライアント企業の期待に応えて
まいります。今年もご指導の程、お願
い申し上げます。
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新年を迎えてのご挨拶 2022 年更なる DX 事業の推進に向
けて

新しいコンタクトセンター時代の到
来を祝して

株式会社森下仁丹ヘルスコミュニケーションズ 凸版印刷株式会社 Content Guru 株式会社
代表取締役社長 情報コミュニケーション事業本部 マーケティング事業部 エンゲージメントサービス本部 カントリマネジャー代行
石田 英嗣 サービスデザイン部 部長　中島 義貴 仲田 智彦

　新年あけましておめでとうございま
す。
　昨年、当社ではコンタクトセンター
のあり方を再考し、積極的に企画や
マーケティングにも参画した業務をお
こなってまいりました。
　私たち独自の強みも確実なものと自
信に繋がった 1 年でもありました。
　昨今、様々なスタンスが変化してい
く中、初心を忘れることなく「日本一
ありがとうが溢れるコンタクトセン
ター」のスローガンを掲げて本年も堅
実に一歩一歩進むべく、努めてまいり
ます。
　引き続きご指導賜りますよう、宜し
くお願い申し上げます。

　謹んで新年のお慶びを申し上げま
す。一昨年に続きコロナ禍の中で、各
企業様におかれましては、ビジネスの
あり方や生活者の嗜好、行動が大きく
変容しデジタル化が加速していると認
識しております。弊社は、中期経営
計画を発表し、“Digital & Sustainable 
Transformation” をキーコンセプトに
DX 事業の推進をはかってまいります。
その中で、顧客とのさらなる関係式強
化を牽引する「トッパンカスタマーエ
ンゲージメントサービス」により、企
業と顧客のエンゲージメント構築に寄
与していく所存です。2022 年も何卒
宜しくお願いします。

　新年明けましておめでとうございま
す。
　2021 年末に CCAJ の末席に加えてい
ただきました Content Guru です。
　2021 年は、在宅勤務が当たり前に
なる「ニューノーマルへの移行」の年
でした。弊社も「スタッフの場所に拠
らず、より少ない人数で、よりよい CX
を提供」できる CCaaS プラットフォー
ムとして精力的にサポートさせていた
だきました。2022 年も、お客様で接
続検証不要な自社開発 WFM/CRM の
ご提供や、AI 連携と自動化機能の拡充
など、ご要望にお応えし続けていきた
いと考えております。
　CCAJ の一員として、活動に参加で
きることを楽しみにしています。皆様
にとってもよい 2022 年でありますよ
うに。

2022 年 新年のご挨拶 生産性指標管理、やめました。
関係性の質管理、はじめます。

2022 年の新年のご挨拶

株式会社アイ・エヌ・ジー・ドットコム 情報工房株式会社 三井情報株式会社
代表取締役社長 代表取締役社長 取締役
澤田 英士 宮脇 一 渡邉 辰夫

　新年あけましておめでとうございま
す。昨年 6 月に代表取締役社長に就任
いたしました。代表取締役副社長時代に
学んだことを活かし、常に前向きに高い
目標に向かって舵取りを行ってまいりま
す。昨年は新型コロナウイルスの影響下
で、それに関連する業務を複数受託し、
感染症対策を施しながら臨時センターを
開設するなどの対応を行いました。社内
の取り組みとしては、DX を推進し業務
変革に着手、そして、SDG ｓの理解を
深めながら社会に貢献できる会社として
の礎を築きつつあります。今後は、環境
の変化に素早く対応し、従業員の満足度
も高めつつ、質の高いサービスを提供す
ることでクライアント様に “ありがとう”
と感謝されるよう邁進する所存です。本
年も引き続きご指導ご鞭撻を賜りますよ
う、何卒よろしくお願い申し上げます。

　今年もワクワクいたします。コロナ
の波が収まり持続可能を謳う年、エー
ジェントのゴールは、「働く人とクライ
アント、その先の顧客がしあわせにな
る水先案内をする」。その目的に合わ
せ顧客接点の価値基準を革新します。
喜怒哀楽の感情を笑顔に変える仕事に
は、大量生産は向きません。応答件数・
時間という生産性 KPI、1 件いくらの
価値基準は、顧客と寄り添う現場では
矛盾を起こしてしまいます。顧客接点
から起こるエピソードをエピソードで
終わらせないための 2022 年の力点は
3 つ。成長を促す「対話と教育」。メー
ル・チャット・SNS の「デジタルリレー
ションノウハウ」。そして、「関係性の
質の可視化」に挑みます。情報工房は
情緒的価値を高めます。

　新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を
申し上げます。昨年は新型コロナウイ
ルス感染症に伴いコンタクトセンター
が国民生活の基盤を支える、社会に
とって必要不可欠な存在であると強く
実感した一年でした。また顧客接点の
デジタル化が進んだことにより、コー
ルセンターに求められるサービスはよ
り利便性を求められる時代に入ったと
確信しております。 
　弊社では製品の機能を「拡げる」開
発、製品・サービスを「繋ぐ」開発な
ど、豊富なナレッジを活かし、在宅勤
務やオペレーター支援の課題をクラウ
ド型コンタクトセンターサービス、AI、
FAQ 作成サービスなどのソリューショ
ンで支援していく所存でございます。
本年も、引き続き宜しくお願い申し上
げます。 
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2022 年わが社の抱負 CS 実現・CX最大化と課題解決を担
う「コミュニティデザイン企業」へ
の変革

センター現場への考察と理解、想像
力のある経営者を求めて

日本システムウエア株式会社 株式会社ＮＴＴネクシア 株式会社Ｃプロデュース
執行役員サービスソリューション事業本部副事業本部長 代表取締役社長 代表取締役

大島 幸司 高美 浩一 大木 伸之

　謹んで新年のお慶びを申し上げま
す。本年は、NSW が DX FIRST を掲げ
る中期経営計画の最終年度、かつ DX
の先の地平をさらに探訪する年となり
ます。当社は長年、盤石な自社データ
センタ内部でのシステム保守、運用監
視センタ運営を行ってまいりました
が、昨年はエンドユーザーサポートの
アウトソーサ事業を開始しました。そ
の中でも在宅エージェント管理、リ
モートワーク環境での、人と人との
つながりの大事さを再認識しました。
技術や枠組みが大きく変動する時代
にあって、企業理念 "Humanware by 
Systemware" の中心にある " ヒューマ
ンファクタ " を改めて探求し、お客様
含めた業界関係者全員の満足度向上に
寄与してまいります。本年もよろしく
お願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、新型コロナにより、社会のデ
ジタル化・リモート化・オンライン化が
急速に進展しました。今年は、多くの自
治体や企業で、デジタルベースによる顧
客接点機能の多様化・高度化やこれによ
り得られる付加価値情報の活用が加速
し、お客様や社会の課題解決に向けて私
達に期待される役割や新しいサービスの
ニーズが、一層高まる一年になると思わ
れます。当社は、デジタル社会における
お客様のご要望に適時適確にお応えで
きる「コミュニティデザイン企業」とし
て、これまで培ってきた確かなコミュニ
ケーション力とＮＴＴグループの豊富な
アセットを活用したソリューション並び
に安心・安全な業務運営の提供に、より
一層尽力してまいります。本年もどうぞ
よろしくお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございま
す。皆様には日ごろから大変お世話に
なっております。
　尊敬していた中堅エージェンシーの
Ｍ社長が「現場センター長のように
100 名の CM さんに心配りしながら業
務を進められるコミュニケーション能
力は私にはない」「彼らは凄い！」とだ
いぶ前にお話されていたことを、最近
思い出しました。
　この業界も 30 年ほどが経過しエー
ジェンシーの経営も数世代を重ねて、
初代は現場に入って見聞きし、２、３
代目は全拠点への訪問計画をたて、そ
れ以降となると現場から遠くなり「規
模や設備の先進性等の PR に終始」と
だいぶ薄まってきた印象を受けます。
わたしも現場の感覚を持ち続けられる
よう、心がけていきたいと思います。

業界の健全な成長と
ウェルビーイングの追求を

2022 年新年のご挨拶 コンタクトセンターの
未来の景色に鮮やかな彩りを

富士通コミュニケーションサービス株式会社 株式会社かんでんＣＳフォーラム 株式会社アグレックス
代表取締役社長 代表取締役社長 執行役員 デジタルトランスフォーメーション事業本部 副本部長
山本 享史 森本 章文 羽方 聡

　2021 年は一昨年に続き、私たちの
仕事内容や働き方が大きく変化した年
でした。当業界に関係される皆さまを
はじめとした社会のあり方も驚くべき
スピードで変わり、先行きの見通しが
つきにくい、より複雑な世の中になっ
たと痛感しています。このような時代
だからこそ、当社は社員の健康と成長
を起点に、刻々と変化するお客様への
期待に柔軟さをもって応えて行きたい
と考えています。
　そして、業界にかかわるすべての
方々が健康で充実した日々を送ること
ができるよう、CCAJ 会員の皆さまと
ともに、1 つ 1 つの課題に取り組んで
いきたいと考えております。本年度も
どうぞよろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　弊社は 2003 年の設立以来、関西電
力グループ企業としてエネルギーや通
信分野でコールセンター運営を担って
まいりました。また、その知見を活か
し、グループ外の企業さまに対しまし
て日々提案を進めております。
　昨年５月に大阪心斎橋にアウトバウ
ンドセンターを開設。インバウンドだ
けでなく、デジタル技術・アウトバウ
ンド等の活動を強化することで多様な
ソリューションを生み出し、それらの
相乗効果による「CX 向上と創出」に
努め、「ひとと企業のよき関係を創造す
るヒューマン・サービス・カンパニー」
の実現を目指していきます。
　本年も協会会員企業の皆さまと共
に、業界の発展に寄与する所存でござ
います。

　あけましておめでとうございます。
　当社は、IT の力で社会の願いを叶え
る TIS インテックグループの一員で、
1965 年の創業以来、大量のデータを
抱える企業の煩雑な業務処理を一手に
引き受ける独自のアウトソーシングビ
ジネス事業を中心に、システム開発・
運用事業を展開してきました。
　当社が強みとする「ヒト×テクノロ
ジーによるビジネス加速力」を活かし、
コンタクトセンター事業をいかに高度
化していくのか、また、そこに集うカ
スタマーおよびエンプロイーの皆さん
の幸せのために何かできるのかを本気
で考え行動していく 1 年にしたいと
思っております。
　本年もどうぞよろしくお願いしま
す。
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イノベーションを生むため、
ビジネスモデルをチェンジ！！ 

アフターコロナのエンタテインメン
ト業界を支えるコンタクトセンター
として

2022 年　コロナを乗り越え、業界
の発展に貢献します

ズィーバーコミュニケーションズ株式会社 株式会社バリュープラス 株式会社フルキャストホールディングス
代表取締役社長 取締役 事業総括 兼 営業部長 代表取締役社長 CEO
佐藤 延男 和氣 幸男 坂巻 一樹

　コロナ禍が長引き、非対面のコミュ
ニケーションの重要度が上がってきま
した。昨年は大規模コールセンターが
オンプレ型からクラウド型に変更にな
るなど、本業界のビジネスモデルも大
きく変わり始めました。以前までの
ウォーターフォールで重厚長大なシス
テムは望まれなくなり、受託開発型か
らサブスクリプション型に変わり、発
想やスピード感が求められるように
なってきました。その波を我々はいち
早くとらえて、時代の流れに合わせて
会社の組織も柔軟に変え（ティール型
組織）、現場での顧客ニーズのキャッチ
アップから製品への繁栄へのスピード
をあげ、大きく飛躍する年にしたいと
思います。

　2021 年は、繰り返される緊急事態宣
言により、BPO としてエンタテインメン
ト業界に多く従事する弊社におきまして
も仕事内容、仕事環境など、様々な変化
を求められてきました。各種イベントの
延期や中止により、コンタクトセンター
には不安、不満の問い合わせが増え、ま
た中止となったイベントに対するユー
ザーへの返品、返金対応など、試行錯
誤の 1 年でした。予測不能な環境変化
に速やかに適応し、クライアントニーズ
に順応していくことは、「進化と変化を
遂げながら、新たな価値（VALUE）を
創造する（PLUS）」という社訓を正に実
行してきた年でした。2022 年度は、こ
れら経験を生かし、未だ不安定な環境
ではありますが、ユーザーおよびクライ
アントへの更なるサービス品質向上を目
指し、成長していきたいと思います。

　新型コロナウイルスによりお亡くな
りになられた方に謹んでお悔み申し上
げますとともに、 被患された皆様に心
よりお見舞い申し上げます。また医療
従事者はじめ、行政の皆様、スタッフ
が働くコールセンターにおいて感染防
止にご尽力されている皆様に、深謝申
し上げます。
　弊社は 1 日単位の短期から 3 ヶ月以
上のご依頼まで、お客様のニーズに合
わせて人材派遣・アルバイト紹介サー
ビスを全国 47 都道府県で提供してお
ります。本年も、利便性が高いサービ
スを提供し続け、この社会情勢におい
て重要なインフラとなっているコール
センター業界に人材を送り出す企業と
して、業界全体の発展に貢献できるよ
う精進して参ります。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

顧客体験と従業員体験を高める
クラウド AI サービスで
皆様の CXをサポート

グループ経営ビジョン
「Compass ２０３０」実現に向け

ますます重要となる
ヘッドセット 2022

ジェネシスクラウドサービス株式会社 東京ガスカスタマーサポート株式会社 Jabra ／ GN オーディオジャパン株式会社
代表取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長

ポール・伊藤・リッチー 長谷部 圭一 安藤 靖

　新年あけましておめでとうございま
す。
　コロナ禍を契機に緊急避難的にス
タートしたコンタクトセンターの在宅
運用やデジタルシフトが昨年は定着
し、ニューノーマルに向けて業界全体
が進みつつあるように感じています。
それとともに、顧客体験を決定づける
現場の社員のモチベーション維持や働
きやすい環境整備の重要性が改めて認
識された年でもありました。
　弊社は昨年 4 月にジェネシスクラ
ウドサービスと社名を変更し、新た
な 一 歩 を 踏 み 出 し ま し た。” Happy 
Employee ＝ Happy Customer” をキー
ワードに、クラウドや AI ソリューショ
ンを通じて、顧客体験を企業競争力に
できるよう皆様をサポートしていきま
す。

　明けましておめでとうございます。
　弊社は東京ガスグループのお客さま
の総合受付業務、契約・料金業務、マー
ケティング業務等の窓口を一貫して
担っています。
　東京ガスグループの経営ビジョン

「Compass ２０３０」実現に向け、弊
社はガス・電気さらには様々なサービ
スの受付からアフターサービスまで、
デジタルシフトを進めていきます。さ
らにデジタルシフトと従来からあるリ
アル接点との組み合わせで、多様化す
るお客さまのニーズに応えることで、
お客さま満足度を高め、東京ガスグ
ループの新たな価値創造に貢献してい
きます。
　本年もどうぞよろしくお願いしま
す。

　コンタクトセンターは様々なハイブ
リッド化が大きく進んできました。在
宅オペレーター、インハウス、アウト
ソース、ソフトフォン化、モバイルフォ
ンの利用など。
　どんな環境でも安定した品質で通話
を行うこと、そしてオペレーターのス
トレスを解消することの一番の近道
は、より良いヘッドセットを使うこと
です。
　今こそ、ヘッドセットを見直すタイ
ミングではないでしょうか。
　世界 No.1 の進化した Jabra のヘッド
セットを是非お試しください。
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2022 年ベルウェールグループ 創業
47 年！
～新たなる挑戦と変革に向けて～

コンタクトセンターの在宅・自動化
応対でさらなる発展を支援します

2022 年 我が社の抱負

株式会社ベルウェール渋谷 エス・アンド・アイ株式会社 日本アバイア株式会社
代表取締役会長 代表取締役社長 代表取締役社長

平野 宏 藤田 和夫 土屋 喜嗣

　謹んで新年のお慶びを申し上げま
す。旧年中は格別のご愛顧を賜り、厚
く御礼申し上げます。
　世界的なコロナウイルス感染の影響
により、経済環境は大きく変化し、様々
な活動が抑制され、企業における働き
方や価値観が見直されております。当
社は、この事業環境の変化に対応すべ
く、AI の導入や RPA、デジタル技術な
どのソリューションの活用と、創業 47
年の実績と経験を活かし、人と技術の
融合で、品質と価値の高いサービスを
継続的にご提供し、お客様企業の変革
を、引き続き支援してまいります。
　今年も、顧客ロイヤリティの向上や、
ビジネスプロセスのコスト最適化を、
強力に支援すべく、邁進してまいりま
す。本年も、よろしくお願い申し上げ
ます。

　新年明けましておめでとうございます。
　当社は、今年創立 35 周年を迎えま
す。2003 年のコールセンター事業に
本格参入以来、金融機関様などを中心
にコールセンター基盤の構築を多く手
掛けてまいりました。2016 年に AI 事
業に着手し、現在は音声認識分野で
の AI 利活用でお客様業務をご支援す
るソリューションを多数展開しており
ます。昨年はコロナ禍という厳しい状
況下でしたが、在宅コールセンターや
クラウド PBX の活用など、リモート
対応を軸としたコンタクトセンターの
DX 推進にて、BPO パートナー様との
新たな取り組みを開始出来た 1 年でし
た。今年は更にこれを進化させ、業務
の可視化や分析を含め、コンタクトセ
ンター業界の発展をご支援させていた
だきます。

　新年明けましておめでとうございま
す。
　昨年は長引く新型コロナによる影響
の中で推進された DX やお客様の働き
方改革を最新の技術で支援するととも
にソリューションの「アズ・ア・サー
ビス」による提供をパートナー様と進
めてまいりました。今年も引き続き、
お客様、従業員、あらゆるタッチポイ
ントにおいて記憶に残るような最良な
エクスペリエンスを提供する「エクス
ペリエンスプラットフォーム」を通じ
てエコシステムパートナー様とともに
コンタクトセンター DX の推進のお手
伝いをさせていただく所存です。
　本年も日本アバイアをよろしくお願
い申し上げます。

人の心のサステナビリティ デジタルトランスフォーメーション
をサポートするナイスジャパン

2022 年 新たな価値提供に向けて

株式会社リンク ナイスジャパン株式会社 ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社
取締役 BIZTEL 事業部長 日本法人社長 執行役員 プラットフォームサービス本部

坂元 剛 安藤 竜一 アプリケーションサービス部長　藤嶋 久

　新年明けましておめでとうございま
す。2021 年も多くの企業が社会的困難
の中で力強く耐えぬく 1 年だったと思い
ます。その中で広まった DX による企業
の価値創造においては、企業自体の存
在意義を改めて考える機会、顧客・従
業員・経営の全方向へどう価値を提供
していくか考える機会が増えてきたので
はないでしょうか。加え SDGs で持続可
能な企業活動が叫ばれていますが、価
値創造の重要な視点として、人の精神
的安心感を維持するという人の心のサ
ステナビリティ ( サイコロジカルセーフ
ティ ) が従業員・経営に対しても必要と
考えております。BIZTEL はコンタクト
センターに関わる方々に少しでも安心し
てサービスを利用できる、業務内容に
おいても安心感を誘導できるサービス
として本年も更に精進をして参ります。

　新年あけましておめでとうございま
す。依然、コロナ禍ではありますが、
2022 年を皆様とともに迎えることが
出来、身の引き締まる思いです。
　昨年は、ナイスジャパンにとって、
大きな転換期でありました。クラウド
コンタクトセンターサービスを第一弾
とし、10 月に無事にリリースさせて頂
きました。今後は他のソリューション
も随時クラウド化していく予定です。
DX のニーズの高まりがあるなか、そ
のチャレンジを弊社のクラウドサービ
スで最初の一歩を踏み出して頂ければ
と思っております。皆様の日々の業務
に寄り添えるご提案を社員一同一生懸
命頑張らせて頂きますので、本年もど
うぞよろしくお願いします。

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は、新型コロナ感染防止の徹底を
図りながら東京 2020 を開催する等、新
常態での社会活動のあり方を模索した１
年でした。
　こうした中、弊社は「新ドコモグルー
プ」の法人事業の中核として、事業ビジョ
ン「Re-connect X（つなぎなおす）」を
推進していきます。コンタクトセンター
向けには「COTOHA Voice DX」「COTOHA 
Call Center」などの AI 自動応答による
支援や、顧客接点を分析する「CX サポー
ト」、更にモバイルを含めた新たな価値
を提供しお客さまの DX に貢献してまい
ります。
　本年も宜しくお願い申し上げます。


